
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山県教育委員会平成２５年度いのちの教育総合支援事業 

「生命の誕生」 
上市町立南加積小学校４年 

平成２５年７月１７日実施 【いのちの先生】 

水井 雅子先生 

・助産師 
魚津市立上野方小学校(平成２５年７月２日)、魚津市立村木
小学校(平成２５年１０月１１日実施)、魚津市立松倉小学校
(平成２５年１０月１７日)、富山市立神保小学校(平成２５年
１１月１３日)でも実施 

（お母さんより）○○に「産んでくれてありがとう」

と言ってもらえる日がくるなんて感動です。おなか

にいる時から、会える日を楽しみに待っていたんだ

よ。おなかの中でもよく動いていたけれど、小さく

生まれてきた○○は、とても元気で、お父さんにそ

っくりでした。家族みんなで○○が生まれて嬉しく

て嬉しくて、家族一人が増える喜びをいっそう知り

ました。○○こそ、お父さん、お母さんの子供に生

まれてきてくれてありがとう！                                        

【授業の概要】 

 助産師としての経験から 
 生命の誕生の仕組み、尊さ 

 について話をうかがった。 

（お母さんより）おなかの中にいる時

の○○の心ぞうの音を初めて聴いた

時、とても感動しました。だんだん形

になっていく様子を見ていくたびに、

幸せいっぱいになりました。眠ってい

ることが多かったのか、おなかの中で

は、おとなしかったよ。命の大切さを

しっかり学んできたみたいだね。かけ

がえのないものだから、大切にしよう

ね。生まれてきてくれてありがとう。                            

（お母さんへ）お母さん、わたしをうんで育ててくれ

てありがとう。今日、命の教育のじゅ業があったよ。

何か月目の赤ちゃんの大きさを教えてもらったり、お

なかの中にいる赤ちゃんの心ぞうの音を聞いたりした

よ。わたしは、おなかの中で活発に動いていたのかな。

赤ちゃんのころのことを、また教えてね。                                            

（お母さんへ)お母さん、産むことは大変なの

に、一生けん命になってわたしを産んでくれて

ありがとう。わたしは命の勉強をしました。わ

たしは勉強をして初めて知ったことがたくさん

ありました。わたしが生まれるとき、お母さん

はどう思いましたか。わたしは、ずっと泣いて

ましたか。わたしは、おなかの中でキックやパ

ンチをたくさんしていましたか。いろいろ教え

てください。          


